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Ⅰ.学 術 講 演

｢多発外傷 と臓器不全におけるウリナスタナ ン

(ミラクリッド)の作用｣
持田製薬株式会社東京第2支店学術

一 滴 充 恵 先生

Ⅱ.シンポ ジウム

｢CPA患者の社会復帰率向上 にむけて,救急隊

員の果たす役割｣

丸山 正則(夏空警書写禦 舘 寮)

救急救命士制度が誕生して8年が経過するが.CPA

患者の社会復帰率は未だ低迷したままである.救急隊の

敦急活動全般にわたって行れたアンケート調査をもとに,

心電図伝送,特定行為,バイスタンダーの養成の3点か

ら,上申下越,および秋田苗のそれぞれの救急隊員 (救

急致命士),病院医師から発言を願い問題点を検討 した,

その緒私 1)心電図電送の意義を否定するものではな

いが,特定行為のための電送は必須としない.2)特定行

為に事前の医師の指示は必要としないことを暗黙の了解

事項とする.3)救急隊員,救急医はこれまで以上にバイ

スタンダー養成に勢力を傾注すべきであるなどが確認さ

れた.

救急救命士制度を轟に意義あるものにするためには,

指示なし特定行為および特定行為の拡大が必要であるが,

同時に医療水準維持のための病院実習体制の確立,行為

の検証システムの確立など.メディカルコントロールの

塞要性が討論された.
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1)アンケー ト調査の結果から

｢救命率の向上を目指 して｣

鯛 正(姦穿語諾誓防事務組合)
近年,高齢化,疾病構造の変化等で医療機関へ搬送さ

れる患者数が増加してきているのが現状である,

傷病者を医療機関-搬送するまでの医療の売薬を図る

ために,平成3年に救急救命士法が制定されて,すでに

8年を向かえているが CPA 患者の救命率は,必ずしも

良くなっているとはいえない.

今回,県下の医師,救急救命士,救急隊員にアンケー

トを実施した.ここにすべてを紹介することはできない

那,アンケート結果から僅かでも救命率と社会復帰準の

向上につながる方法を鼠いだせれば率いと考える.

｢救命のための鎖｣(119-BLS-DC-ALS)が,
迅速に正しく行えるよう救急医療に携わるものの山人と

して問題を提起,議論したい.

2)心電図電送の問題点

｢心電 図伝送状況と効果｣
平岡 光法 (長岡市消防署 )

長岡市消防本部では.平成5年に常時出動する5台の

救急車全てに,Ⅱ課程で拡大された9項目の応急処置が

できる機器を整備した.

中でも,心電図観察については,基幹3病院循環器専

門医に指導を受けて,積極的に記録及び伝送を行ってい

る.

心電図の伝送は,救急救命士が指示を得るためのほか,

循環状態が著しく不良の場合や異常な心電図を観察し,

緊急 t重大と判断した場合に行い,受信側は常に看護婦 ･

医師が電話を受けている.

平成10年中は,心電図観察469倒し巨 156例 (33.3%)

で伝送を行い,うち,25例 日6.0%)は救急Ⅱ課程資格

者が行っていた.

心電図伝送は,口頭では鋭明が難しい心電図の異常を

医療機関へ伝える有効な手段であり,救急現場で急性期

の異常をとらえ,診療の参考となる可能性が高いと思わ

れた.


